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た　　で囲まれた地域）が設定され，その中に
３つの照準点（○×○×）が示された。鳥の喉元
に名古屋城が，首の後ろから背中にかけてのラ
インは東海道線と重なり，首の後ろが名古屋
駅，その南側に笹島駅が見える。

　　この爆撃では，先導機が焼夷区画に設定され
た照準点に M47A2と M69集束弾を投下，火災
を発生させた。つづいて主要部隊がその火災を
目印に焼夷弾を投下した。焼夷区画１号内に投

　　米軍資料によれば，73航空団140機，313航空
団121機，314航空団49，計310機が日本時間の
18日18時35分〜20時56分にマリアナを名古屋に
向けて出撃した。飛行コースは志摩半島（波切
付近）を上陸地点，明野ヶ原を IP として名古
屋に向かうもので（第48図参照），名古屋湾口
が間接照準点であった。名古屋市街地中心部に
は第49図にある鳥の上半身のような焼夷区画１
号（損害評価用航空写真に筆者が書き加え 
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（出所）「作戦任務報告書」No.44.
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された。また，４都市に対する「焼夷電撃戦」
の実施とほぼ並行して沖縄戦に向けた準備も進
められ，14日以降，第58起動部隊が日本近海に
進出し，18日からは九州，四国，西日本の飛行
場などへの攻撃を開始した。一方，B-29は沖縄
戦援護のためのスターベイション作戦（機雷投
下），特攻機が出撃する航空基地の爆撃という
戦術爆撃に従事することになった。次号ではこ
うした状況も背景に見ながら日誌を読み進めて
いきたい。

 ＜次号につづく＞

弾した B-29は290機に上った。また損失機は１
機のみであった29）。投下時間は02時04分〜03時
48分，高度は4,500〜9,000フィート（約1,317〜
2,743m）であった。また，目標に投下された
爆弾は，M47A2，27,789発（958.4トン），M17A1，
450発（114.5トン），E28，219発（36.5トン），E46，
905発（181.0トン），E36，327発（54.4トン），M76，
1974発（493.5トン），M64，76発（19.0トン）な
どであった。このように多様な焼夷弾が投下さ
れたのは，M69集束焼夷弾の供給量の不足によ
るもので，M64GP は対人殺傷用で，消化活動
を阻止するためのものとされた。

　　米軍資料によれば，今回の爆撃により2.95平
方マイル（7.6㎢）が焼失し，以前の爆撃によ
る焼失地域を合わせて，５平方マイル（12.9
㎢）が破壊された。これは名古屋市の面積（43
平方マイル）の11.6％に当たる。また，焼夷区
画１号（5.9平方マイル）のうち3.4平方マイル，
すなわち57.5％が焼失した。名古屋空襲を記録
する会（1987）によれば，この日の爆撃で死者
1,039人，全焼家屋35,935戸を出した。

　　なお，３月19日には名古屋空襲後の「午前七
時，今度は艦載機十機が近畿地区に侵入，外に
四国沖に約百機と紀州沖に四十機が居るとの情
報」が入った。さらに「九時頃，今度は B
二十九二機が近畿に侵入，うち一機が大坂，奈
良を経て」「間もなくこやつ名古屋に侵入し，
まだ今暁の劫火消えやらぬ市街を偵察」して豊
橋南方を去った。米軍資料（第35表参照）によ
れば，3PRM89（名古屋−神戸），WSM295（名
古 屋 ） が 侵 入， 後 者 は500ポ ン ド GP12発 を
レーダー投下した。日誌の B-29は3PRM89と考
えられるが，後者については不明である。

　　既述のように，300機を超える B-29による夜
間低高度で大量に焼夷弾を消費した。このた
め，とりわけ M69をはじめとする焼夷弾の供
給不足をきたすようになり，３月20日の名古屋
空襲以降，４月いっぱい，都市焼夷作戦は休止

　 　
29） 作戦任務報告書41。『朝日新聞』（1945年３月20日付）は「B29名古屋市を暴爆　咋暁，百数十機来襲」「四機撃墜・

八十機に損害」などと報じた。
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